
告

示

一

登
録
証
明
機
関
の
名
称

変

更

後

変

更

前

株
式
会
社
イ
ー
・
オ
ー

タ
マ

テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ

マ
株
式
会
社

二

技
術
基
準
適
合
証
明
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称

変

更

後

変

更

前

イ

東
京
試
験
所

イ

東
京
試
験
所

神
奈
川
県
川
崎
市

麻
生
区
栗
木
二
丁
目

八
番
二
〇
号

神
奈
川
県
川
崎
市

麻
生
区
栗
木
二
丁
目

八
番
二
〇
号

ロ

山
梨
Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
B
川
試
験
所

ロ

山
梨
Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
B
川
試
験
所

山
梨
県
笛
吹
市
B

川
町
鶯
宿
一
六
六
一

番
地

山
梨
県
笛
吹
市
B

川
町
鶯
宿
一
六
六
一

番
地

ハ

山
梨
Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
上
九
一
色
試
験

所

ハ

山
梨
Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
上
九
一
色
試
験

所

山
梨
県
甲
府
市
古

関
町
三
四
一
五
番
地

山
梨
県
甲
府
市
古

関
町
三
四
一
五
番
地

ニ

登
戸
試
験
所

ニ

ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ツ

登
戸
試
験
所

神
奈
川
県
川
崎
市

多
摩
区
登
戸
二
九
四

神
奈
川
県
川
崎
市

多
摩
区
登
戸
二
九
四

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日

平成™œ年˜™月˜�日 火曜日 第�˜ ›号官 報

別
表
第
四
岩
手
の
款
盛
岡
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
八
幡
平
市
」
の
下
に
「
、
滝
沢
市
」
を
加
え
る
。

別
表
第
五
岩
手
の
款
盛
岡
（
沼
宮
内
）
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
八
幡
平
市
」
の
下
に
「
、
滝
沢
市
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
（
二
）
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二

十
五
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
、
第
七
百
七
条
、
第
七
百
十
七
条
、
第
七
百
十
八
条
及
び
附
則
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二

十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

四

変
更
後
の
対
象
と
す
る
特
定
輸
出
機
器
の
種
類
そ
の

他
業
務
の
範
囲

イ

対
象
と
す
る
特
定
輸
出
機
器
の
種
類

\

通
信
端
末
機
器
（
公
衆
電
気
通
信
回
線
と
の
接

続
に
お
い
て
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。）

]

無
線
機
器

ü

短
距
離
無
線
機
器
（
欧
州
規
格
（
以
下
「
Ｅ

Ｎ
」
と
い
う
。）三
〇
〇

二
二
〇
e

二
、
Ｅ
Ｎ

三
〇
〇

三
三
〇
e

二
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
〇

四
四

〇
e

二
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

〇
九
一
e

二
、
Ｅ
Ｎ

三
〇
一

四
八
九
e

三
又
は
Ｅ
Ｎ
三
〇
五

五

五
〇
e

二
の
適
用
を
受
け
る
範
囲
に
属
す
る
無

線
機
器
を
い
う
。）

@

二
・
四

GHz
帯
ワ
イ
ド
バ
ン
ド
送
信
シ
ス
テ
ム

（
Ｅ
Ｎ
三
〇
〇

三
二
八
又
は
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

四
八
九
e

一
七
の
適
用
を
受
け
る
範
囲
に
属
す

る
無
線
機
器
を
い
う
。）

A

携
帯
電
話
端
末
（
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

四
八
九
e

六
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

四
八
九
e

七
、
Ｅ
Ｎ
三
〇

一

四
八
九
e

二
四
、Ｅ
Ｎ
三
〇
一

五
一
一
、

Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

二
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

四
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

六
、

Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

八
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

一
〇
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

一

三
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

九
〇
八
e

一
九
又
は
Ｅ
Ｎ

三
〇
一

九
〇
八
e

二
一
の
適
用
を
受
け
る
範

囲
に
属
す
る
無
線
機
器
を
い
う
。）

B

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
（
Ｅ
Ｎ
三
〇
〇

四
二

二
e

二
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
〇

四
五
四
e

二
、
Ｅ
Ｎ

三
〇
一

三
五
七
e

二
又
は
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

四

八
九
e

九
の
適
用
を
受
け
る
範
囲
に
属
す
る
無

線
機
器
を
い
う
。）

C

五
GHz
帯
及
び
六
〇

GHz
帯
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｅ
Ｎ

三
〇
一

四
八
九
e

一
七
、
Ｅ
Ｎ
三
〇
一

八

九
三
又
は
Ｅ
Ｎ
三
〇
二

五
六
七
の
適
用
を
受

け
る
範
囲
に
属
す
る
無
線
機
器
を
い
う
。）

ロ

業
務
の
範
囲

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外

国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
十
三
年
総

務

省

経
済
産
業
省
令
第
三
号
）
第
三
条
第

一
号
イ
の
付
属
書
３
又
は
４
の
業
務
に
限
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
号

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と

の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律

第
百
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
同
法
第
三
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

き
変
更
の
認
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
七
条
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

一

名
称

株
式
会
社
Ｕ
Ｌ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

二

住
所

三
重
県
伊
勢
市
朝
熊
町
四
千
三
百
八
十
三
番

三
百
二
十
六

三

国
外
適
合
性
評
価
事
業
の
区
分

特
定
機
器
に
係
る

適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実

施
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
三
百

五
十
五
号
）
第
二
条
第
一
号
に
係
る
国
外
適
合
性
評
価

事
業

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三

十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
登
録
証
明
機
関
と

し
て
登
録
し
た
テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ
マ
株
式
会
社
か

ら
、
登
録
証
明
機
関
の
名
称
及
び
技
術
基
準
適
合
証
明
の

業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
二
号

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規

則
（
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
）
様
式
第
七

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
百

六
十
号（
特
定
無
線
設
備
に
付
す
る
文
字
等
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

第
一
号
の
表
中「テ

ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ
マ
株
式
会
社

」

を
「株

式
会
社
イ
ー
・
オ
ー
タ
マ

」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
六
号

秋
田
県
横
手
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

秋
田
県
横
手
市
金
沢
本
町
字
根
小
屋
八
番
地
の
一

加
藤
澄
美
子

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
前
郷
村
二
百
五
十
二
番
地
ノ
内
二

番

田
川
與
太
郎

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
羽
黒
新
町
二
番
地

大
庭

景

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
横
手
町
百
三
十
四
番
地

小
林

信
治

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
羽
黒
新
町
一
番
地
ノ
内
一
番

斑
目

“
三

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
七
号

秋
田
県
横
手
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日
ま
で
に
、
同

市
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
横
手
市
役
所
又
は
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
大
町
下
丁
四
十
一
番
地

中
嶋

冨
治

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
横
手
町
百
五
十
八
番
地

保
利

養
吉

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
前
郷
村
五
十
三
番
地

佐
野
七

郎

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
睦
成
丙
三
十
一
番
地

月
沢

助

秋
田
県
平
鹿
郡
黒
川
村
百
七
十
八
番
地

清
水

兵
作

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
本
町
十
一
番
地
ノ
内
一
番長

沼

宗
恭

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
四
日
町
下
丁
三
十
八
番
地
ノ
内
二

番

小
坂

勇
助

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
前
郷
字
岩
瀬
四
十
三
番
地
ノ
三

照
井

善
治

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
前
郷
字
下
松
原
四
十
二
番
地

井

福
松

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
下
根
岸
町
二
番
地

長
谷
川

清

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
前
郷
字
囲
ノ
内
六
番
地加

賀

庫
Ö

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
横
手
町
七
十
九
番
地
ノ
内
一
番

岩
谷
松

郎

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
横
手
町
百
六
十
一
番
地

鈴
木

ス
ワ

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
横
手
町
百
五
十
九
番
地

堀
尾

庫
吉

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
横
手
町
百
五
十
一
番
地

大
坂

久
助

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
町
横
手
町
二
百
七
十
四
番
地

中
村

リ
セ

秋
田
県
平
鹿
郡
下
境
村
百
二
十
七
番
地

桐
原

和
吉

秋
田
県
仙
北
郡
金
沢
中
野
村
百
十
二
番
地

伊
藤

兵
吉

秋
田
県
平
鹿
郡
横
手
前
郷
村
二
百
六
十
一
番
地ˆ

橋

三
Ö

š
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